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THE HUMAN 
 

政治家の功績と過ちの背後に、後述する総統の地位のあらゆる側面の背後

に、アドルフ・ヒトラーという人間がいる。我々と同様に、喜びと悲し

み、熱狂と悲劇、希望と絶望を知り、経験した人間である。未熟な労働者

であり、完成された教育を受けておらず、第一次世界大戦で名もなき兵士

として義務を果たした人、ドイツの敗戦の悲劇から力と決意を得て政治家

となり、ドイツの運命を好転させた人！。 
 

何も彼を可能にするものはなく、何も彼を助けることはできないように思

えた。金もなく、世間での地位もなく、影響力のある友人もなく、背後に

大きな政治運動もなかった。彼は一握りの人間のリーダーとなり、そこか

らNSDAPを結成して、国民の心を征服し始めた。この闘いは13年間続

き、名もなき男はドイツの首相になった。6年後、彼は紛れもなく国民の

リーダーであり、大ドイツ帝国の創造者であった。この帝国は、かつて分

離されていた領土から数百万人のフォルクゲノセンを連れ帰り、ベルサイ

ユ独裁を乗り越え、ヨーロッパのすべての政治をその周辺で展開させた。
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ピレネー山脈からコーカサス山脈まで、北岬からエジプト国境まで、彼の

権力は拡大し、彼の言葉だけが有効だったのです。しかし、彼の残された

数年の間に、ほぼ全世界が、この一人の男を打倒し、滅ぼすためだけに、

陰謀を企て、世界の一部が動き出した。それは、ヨーロッパとその世界的

地位を破壊する代償として、また、この世界を支配する背景となる権力が

この男に耐えられないと考えたために犠牲になった数百万人の死者の代償

として、成功した。彼は死に、倒れることになった。 
 

しかし、彼の精神は生き続け、彼の思想は、かつて彼が軍事的に支配した

地域をはるかに超えて、若者たちに広がり、支持されています。彼の後継

者や信奉者は、ヨーロッパ以外にも、北南米、南アフリカ、オーストラリ

ア、ニュージーランドなど、白人が住む場所に集まっています。  死者で

ある彼の言葉は、彼が最も力を発揮していた時代よりもさらに遠くまで届

いているのだ  

 なんという男だ!なんて男なんだ!!!どんな人だったのだろう。何が彼を可

能にしたのか、何が彼の特別なところだったのか。アドルフ・ヒトラーと

は何者だったのか？ 
 

ウィーンの不幸が始まった頃から彼を知り、この数年間を共にした幼なじ

みのクビツェクの思い出が、彼の人となりを示し、世界を変えるほどの強

い性格になりつつあることを示しています。この男を突き動かしたのは権

力欲でもなく、個人的な野心でもなく、圧倒的な使命感、つまり、自分の

経歴や学歴や財産によって課せられた制限よりも強い運命の仕事への意識

が彼を満たしたのです。  

 

この超人的な力は、まず彼の友人によって感じられ、後に彼の国民全体と

他の多くの人々によって感じられました。アドルフ・ヒトラーは、自らの

意思で、注意深い精神に揺るぎない意志を加え、次第に温和な特徴を持つ

ようになったが、何よりも芸術家としての人生に対する態度、世界と人生

に対する美的理解を持つようになった。 
 

このような芸術家の自己理解なくして、アドルフ・ヒトラーという人物を

理解することはできない!彼の中には、創造的な悪魔が宿っており、その

途方もないエネルギーと情熱は、天才的な頭脳と鋼鉄の意志によってのみ
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飼いならすことができ、芸術家の美、調和、自由と偉大さへの深い憧れが

伴っていた。何世紀にもわたって計画した建築の名人として、アーリア人

の高度な文明の更新者として、人間が再び真の神の像となり、完全な人格

となるべき生命の秩序の創造者として-これがアドルフ・ヒトラーの気持

ちであり、彼の闘いの真の目標であり、私たちへの彼の遺産である-「指

導者」である男の遺産である! 

 
 

THE CONQUER 
 

第三帝国は征服の上に築かれた大帝国の一つであり、アドルフ・ヒトラー

は、アレクサンダー大王、カエサル、ナポレオンといったインド・ヨー

ロッパ人の優れた征服者たちの、おそらく最後の一人であると解釈するこ

とができる。カエサルやナポレオンもそうだが、歴史的には、アーリア

人、先史時代のアジアへの征服作戦の指導者たち、ゲルマン民族の移動時

代の公爵たち、スペインやポルトガルの征服者たち、その他のヨーロッパ

の植民地帝国の創造者と闘士たちが属する。 
 

中世のドイツ・ローマ帝国の第一帝国の皇帝の権力が崩壊して以来、この

ような人物はドイツの歴史では珍しくなっていた。ドイツの戦争は、恫喝

戦争や外国の攻撃に対する必死の防御だった。アドルフ・ヒトラーによっ

て、ドイツ国民は再び力と若さを取り戻したのである。剣を手に新しい土

地を征服し、新しいフロンティアを求め、文化を肥沃にする-こうした

アーリア人の移住と征服の痕跡は、世界中の至る所で見つけることができ

る。この観点からすると、征服者アドルフ・ヒトラーの第三帝国は、国境

を認めず天を衝くアーリア人種の、戦争的だが文化的に創造的な歴史のほ

んの一部に過ぎないのである。このように、アドルフ・ヒトラーが戦争を

望み、無謀にもそれを解き放ち、さらには挑発したことを認めるのだろう

か。 
 

彼は西洋に対して、フランスに対して、アメリカに対して、そして何より

も、彼が愛し、その帝国を賞賛し、維持したいが破壊したくないイギリス

に対して戦争をしたくなかったからである。この西側への戦争は、現代の

西側政治を支配しているプルートクラテス・シオニストの背景勢力によっ
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て、彼に強要されたものである。アドルフ・ヒトラーは、長い間何度も何

度も協定を結ぼうとしたポーランドとの戦争も望まず、ソビエト連邦に対

する同盟国として勝ち取ることを最初に望んでいた。アドルフ・ヒトラー

が本当に望んでいたのは、たった1つの戦争だった。この戦争によって、

世界はボルシェビズムの災いから解放され、ドイツ国民のために新たな生

活空間を獲得することになるのだ。 
 

この点で、この指導者は、よく比較される他の偉大な征服者と最も明確に

異なっている。ナポレオンです。ナポレオンはヒトラーのようにイギリス

との戦争を望んでいなかった。彼が本当にロシアとの戦争を望んでいたか

どうかは、まだわからない（多くの歴史家は、イギリスがまだ期待できる

最後のヨーロッパの大国を破り、遠い帝国の国境まで押し進めることに

よって、イギリスに平和を望むようにするための必死の試みとしか見てい

ない）。いずれにせよ、このロシア戦争は、ナポレオンにとって心の熱い

出来事ではなく、ボナパルト王朝の新しいシーザーのもとで、新しい

「ローマ」帝国を作るためにヨーロッパ大陸の戦争を望んでいただけだっ

た。  
 

帝政フランスの征服も、若返った熱狂的な民衆の力の爆発であったが、そ

れはこの民衆の真の生活必需品ではなく、征服した皇帝の野心と歴史的偉

業への憧れに奉仕するものであった。 
 

履歴書の外見的な共通点から、ナポレオンとの比較は、むしろ誤解を招

く。カエサルとの比較も、カエサルの仕事が権力政治の面で長続きしな

かったため、どこにもつながらない。最も分かりやすいのは、アレキサン

ダー大王との比較である。  

 

彼はわずか数年の間に、征服によって巨大な帝国を作り上げ、彼の死後す

ぐに崩壊したが、それとともに彼は、アレキサンダーが征服した地域を何

世紀にもわたって形成することになる文化、生活態度-ヘレナリズム-を広

めたのである。  

 

アドルフ・ヒトラーは、ドイツ国民の指導者として、ドイツ国民のために

世界の権力の座を獲得し、彼らの未来を永遠に確保しようと考えた。その
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ために、彼は国家社会主義の世界観を決定した。それは、新たに獲得した

権力に対して、我々の国民を強く、熟練させることであった。 
 

なぜなら、この新しい戦闘的な生活態度と先見の明のおかげで強くなるの

は、他の民族ではなく、ドイツ人だけだったからである。そして、新しい

インド・ヨーロッパ人の征服者のドイツ軍は、資本主義の戦争屋が無謀に

もこの戦争に突入させた国々と、ドイツのインドとなるべきソビエト連邦

に対して、進軍したのである。これらの軍隊は、国家社会主義の名の下に

進軍し、その権力の絶頂期には、ノルウェーとデンマーク、ベルギー、オ

ランダとフランス、ポーランド、ハンガリー、ルーマニア、チェコ共和国

とスロバキア、旧ユーゴスラビアの人々、アルバニアとギリシャ、イタリ

アとエジプト国境までの北アフリカ、コーカサスとモスクワの門までの広

大なロシアで、この征服者の秩序が通用した。スペインとフィンランド、

アラビア、ペルシャ、トルコの人々、大英帝国の抑圧された人々、イング

ランドに敵対するアイルランド、我々アメリカの搾取に苦しむ南米と中米

の人々は、彼の勝利をひそかに望み、誇り高い日本とそのアジアの同盟国

は彼と共に鉄の戦線に立った。  

 

総統はドイツ国民をあのような高みへと導いたのです!私たちはそのこと

を決して忘れてはならない。 
 

到達した位置があまりにも高かったため、没落は深かった。この栄光の帝

国には、何も残らなかった。歴史上よくあることだが、運命は英雄と実行

者を欺いたのである。  

 

総統の征服作戦の結果は、国家社会主義の世界観に基づいて、 

ドイツ民族の世界権力の地位を恒久的に確保したことではなく、この国家

社会主義の世界観を世界中に広めたことであった：ドイツの兵器が恒久的

に所有できなかったものを、この思想が取り戻し、追加し、それによっ

て、自由と誇りと種の意識を持った民族の新しい世界秩序を築くのだ！。 
 
 

国士無双 
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国家社会主義が戦争を意味する、あるいは国家社会主義者が戦争を望んだ

という非難ほど不合理なものはないでしょう。  
 

国家社会主義は、生物学的世界観であり、闘争と淘汰は、ブルジョア平和

主義では中断できない自然の基本法則に属し、それは民族の生活にも適用

される。種の保存と発展は、何もしないことによって確保されるものでは

なく、民族の生存と発展の可能性は、空から降ってくるものではなく、戦

わなければならないものである。だからこそ、国家社会主義は闘争的な世

界観であり、闘士として、政治的兵士として、わが民族の生命をかけた闘

いの担い手となるべき英雄的人物を形成するのである! 
 

しかし、闘争と戦争は同じではない。他のすべてのものと同様に、闘争

は、もっぱらわが民族の種の保存と発展に役立ち、この目標の邪魔になる

ものはすべて排除するのであるしかし、長い間、戦争は技術的な大量殺戮

に堕落し、もはや最良の者の選択を促すものではなく、まず最も勇敢な

者、最も闘争的で性急な者を食い尽くし、最も臆病な者、怠け者、大衆を

残す逆選別を開始する。ドイツ人が今日これほどまでに退化しているの

も、二度の世界大戦が優秀な国民を駆逐してしまったからである。このよ

うなことが現代の戦争全般に当てはまるのであれば、原子爆弾は、少なく

ともヨーロッパでは、戦争によってわが民族の生存と発展を確保しようと

考えることを不可能にしている。武器の闘争は、思想の闘争に道を譲る。

国家社会主義は、ドイツ民族の大砲とその到達点の上にその秩序を築くの

ではなく、ヨーロッパ民族を自らのために獲得するのである。 
 

しかし、もし私たちドイツ人が、指導者アドルフ・ヒトラーを、たとえ征

服者アドルフ・ヒトラーであっても、誇りに思うのであれば、それは、彼

がしなければならなかった戦争を再開したいということを意味しない。そ

のための前提条件はありません。それは、私たちの国民の生命を促進する

ことではなく、恐ろしい危険にさらすことでしょう。しかし、ナポレオン

を国民的英雄と称えるフランス人は、彼の戦争を繰り返したいと思ってい

るのだろうか？いや、フランスをその権力と栄光の絶頂に導いた人物を尊

敬しているのだ!国民的英雄の中で、国家は再び自分自身を発見し、その

偉大な人物の中で、自らの力と偉大さを称え、健全なプライド、名誉、偉

大さ、栄光への感情を育み、自らの歴史の力の源につながり、そこから現
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在を形成し未来を勝ち取るエネルギーを引き出しています。ドイツ国民

もまた、自らの歴史の力の源泉から切り離されたために、名誉や誇りの

感覚を持たず、活力を失い、とても落ち込んでいる。ドイツ国民がこの

歴史に立ち返り、偉大な人物の中に自らを認識し、過去の偉大さと力を

再び認識することによってのみ、このすべてを取り戻すことができる。

この観点からすると、アドルフ・ヒトラーは「ドイツのナポレオン」で

あり、ドイツ国民を権力、栄光、強さの最高の頂点に導いた国民的英雄

である。そして、ナポレオンが最終的に敗北したのと同じように、アド

ルフ・ヒトラーが権力政治に失敗しても、そのような人物を神話にする

ことはできない。 
 

ドイツの国家社会主義者たちは、このような発展を奨励している。彼ら

は、扇動と堕落の最も暗い時代でさえも、総統への忠誠を揺るがすこと

はなかった。アドルフ・ヒトラーを国民的英雄として尊敬し、称える者

だけが、真の国家社会主義者と言えるのである  

 

しかし、総統の名前は、彼が決定的に形成し、勝利に導き、その政治的

生涯を通じて彼が体現した思想と、不可分に結びついているのだ！ もう

一度指摘しておく。もう一度、指摘しておきます。総統へのコミットメ

ントは、政治家の言動をすべて支持したり、模倣したりすることを意味

するものではありません。アドルフ・ヒトラーは、具体的な政治的対立

の枠組みの中で、非常に特殊な歴史的条件のもとで行動し、誰もがそう

であるように、間違いを犯す可能性があったのです。このような間違い

のうち、決定的なものについては、前述で詳しく説明したとおりであ

る。私たちが賞賛に値するのは、政治家アドルフ・ヒトラーではなく、

神話であり、民族の英雄であり、私たちの歴史の完成者なのです。 
 

この国民的英雄への発展は止めようがなく、反独勢力のどんな政治的プ

ロパガンダもそれを阻止することはできない。ナポレオンもまた、「血

まみれの獣」と罵られた後、数十年後、パリで国民の喝采を浴びなが

ら、威厳ある姿で国民的英雄として最後の眠りについている。  
 

そしていつの日か、私たちが今も心の中で総統に建てる記念碑がドイツ

の都市を飾り、ドイツ人は、国民のために犠牲的な死を遂げた最大の英

を正当に評価し、彼の遺産を完成させるために形成されている神話から
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